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研究成果の概要 

2023年度は引き続きレドックス活性な相転移材料の探索を行った。 

特に柔粘性イオン結晶については、新規柔粘性イオン結晶を 6種報告した。またレドックス活性

な柔粘性イオン結晶が、リチウムを対局として充放電可能であることを実証し、酸化還元により相転

移を惹起できることを示唆する結果を得た。 

計測に関しては、Operando XAFSの測定システムを立ちあげ、フロー式のオペランド電気化学測

定セルの立ちあげも行った。これらの試験計測を進めた。 

フロー熱電セルについては、フィン型のフロー型熱化学電池セルを新規に設計した。0.6 mmの

フロー流路を有する、従来の約 100倍の電極面積を有するセルを設計した。またそれに適した高

熱伝導性の電極を作製した。 
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